
 １店舗当たりのクレーンゲーム設置台数が、２４０台でギネス世界記録に認定されている 「世界一のゲームセン

ター エブリデイ行田店（埼玉県行田市）」を運営する株式会社東洋（本社：埼玉県北本市/代表取締役社長 中村秀

夫） は、自社で保有のエブリデイ行田店のギネス記録を上回る、クレーンゲーム設置台数４４８台のクレーンゲーム

専門の施設【エブリデイとってき屋 東京本店】を２０１９年７月１３日（土）、オープン致します。 
 当社では、年末になると、クレーンゲームでその年１年を振り返る【世相キャッチャー】というのを展開してきました。

今年は、平成最後の年末ということで、今年１年ではなく、『平成という時代、３０年を振り返ってみよう』ということで、

この３０年間に流行った物などで、懐かしいと思ってもらえる物や、３０歳未満の方には、こんな物が流行ったんだと

平成の歴史を感じてもらえるような物を景品に採用したクレーンゲームを考えました。それが【平成こんなのあったよ

ねキャッチャー】です。 

株式会社東洋 

【ご連絡・お問い合わせはこちら】 

会社名：株式会社東洋 
広報担当者：緑川裕一（みどりかわ ゆういち） 
担当携帯：080-6858-9626 
担当メール：midorikawa@everyday.co.jp 

 
住所（本社）：埼玉県北本市中丸９－２１１ 
         最寄駅：ＪＲ高崎線 北本駅 
電話番号：048-593-0999 
ＦＡＸ番号：048‐593‐0997 
ＨＰ：https://everyday-cranegame-world.com/ 
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平成こんなのあったよねキャッチャー って何？ 

クレーンゲーム設置台数ギネス世界一のエブリデイ行田店を超える 

 第１弾は、筆記用具なのに、持って行くのが禁止

になる学校も現れる程の人気で、社会現象にも

なった、転がして対戦して遊べる鉛筆（通称：バトル

鉛筆）が景品となっております。 

 この台の企画・製作者（３０代男性）によると、『小

学生の時にドラゴンクエストのバトル鉛筆が流行っ

て、学校で友達とバトルをした記憶があります。本

当は、当時のドラゴンクエストのバトル鉛筆を景品

に採用したかったが、今は製造されてないのか、景

品の数が確保が出来なかったので、バトル要素の

ある他の鉛筆を探しました。当時バトルをやったこ

とのある世代の方が、今は父親・母親世代になって

いると思うので、お子さんと懐かしみながら楽しん

でもらったり、当時の流行を知らない今のお子さん

達にも楽しんでもらえたら嬉しいです。』とのこと。 

宇宙一!?のクレーンゲームセンターを目指します!! 

設置台数のクレーンゲーム専門施設 ２０１９年７月１３日にオープン!! 

 インバウンド４０００万人の時代、来年２０２０年には、東京オリンピックの開催も控え、ますます訪日観光客の増加

が見込まれております。日本のクレーンゲームは、日本のアニメ文化などと融合し、独自に発展を遂げ、サブカル

チャーとなり、訪日外国人観光客を魅了しています。『エブリデイとってき屋 東京本店』は、クレーンゲーム設置台数

ギネス世界記録のエブリデイ行田店を超える、宇宙一クレーンゲーム設置台数が多いだけではなく、日本のお土産

なども景品に取り揃えたインバウンド向けの旗艦店として、国内外の方に、①真のクレーンゲームの面白さを１人で

も多くの味わっていただくことや、②世界へ日本文化の発信拠点、③衰退し続けているアミューズメント業界の活性

化を目指します。宇宙一!?のクレーンゲームセンター エブリデイとってき屋 東京本店のオープンを、どうぞご期待く

ださい。                               （※次ページに、簡単な施設概要を記載させて頂きます。） 

↑ 宇宙一!?のゲームセンター ロゴ画像 

 

 

   エブリデイとってき屋 東京本店 外観イメージ → 

    （※現在看板施工中につき、一部合成です） 

その名も、『エブリデイとってき屋 東京本店』!! 
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パンダも飼える! 

株式会社東洋 NEWS RELEASE 

宇宙一!?のクレーンゲームセンター エブリデイとってき屋 東京本店   概要 

≪施設名称≫ 

エブリデイとってき屋 東京本店 

英字表記 
 EVERYDAY TOTTEKIYA TOKYOHONTEN 

≪所在地≫ 
   埼玉県八潮市大字上馬場４６０－１ 

≪オープン予定日≫ 
   ２０１９年 ７月１３日 （予定） 

≪面積≫ 
   敷地面積 ３０００坪  （約１００００㎡） 
   店舗面積 １０００坪  （クレーンゲーム設置面積 約２１００㎡） 
   
≪クレーンゲーム設置台数≫ 
   ４４８台  

≪クレーンゲーム景品 アイテム数≫ 
   約５０００アイテム （※色違い・形状違いなど含む）  

≪テーマ≫ 
   宇宙一のゲームセンターを目指す 
   クレーンゲーム設置台数宇宙一を目指す 
   クレーンゲーム景品アイテム数宇宙一を目指す 

≪事業主体≫ 
   株式会社東洋 

（※現在も自社で保有のエブリデイ行田店のギネス記録 認定時台数２４０台の約２倍）  


